
平成２９年度　中央区地域活性化事業交付金　交付決定事業　【田名地区】

交付決定

事業の背景 事業の目的 事業の内容 年月日 全体額 申請額 交付金額

1 田名地区防犯協会
青パトを活用した防犯
活動事業の強化

　犯罪が多様化する中、「自分たちのまちは自分
たちで守る」という意識を高めるため、防犯キャ
ンペーンなどの啓発活動を実施するとともに、平
成１８年より青パトによるパトロールを開始しまし
た。現在、１５０名を越える乗務員で原則、毎日、
輪番でパトロールを実施している。
　担い手である乗務員が高齢化していく中にお
いても、活動を継続していく必要がある。

・田名地区内の住民の防犯意識を高め、各種の
犯罪を未然に防止する。
・青パト乗務者などのボランティアの担い手を育
成する。

青色防犯灯装備車両（青パト）による田名地区
内防犯パトロールの実施。
自治会と連携した防犯パトロールの実施。
学校・自治会などと連携した児童見守り活動の
実施。
警察との合同会議の開催。
青パト乗務者資格講習会の開催（青パト実施者
証の拡大。）
重点監視板の設置、防犯キャンペーンによる啓
発活動の実施。

H29.9.21 860,000 400,000 400,000

2
田名散策路策定部
会

田名散策路地図作成事
業

平成２７年度のまちづくり会議において、田名地
区特有の史跡や景観資源を活用した散策路マッ
プを作成することとなった。

地域の魅力発見・発信及び地域住民の健康増
進を図る。

散策路マップを作成し、田名地区自治会加入世
帯を中心に全戸配付を行う。

H29.9.21 1,017,000 1,017,000 1,017,000

3
田名地区自治会連
合会広報企画委員
会

田名地区自治会連合会
広報事業

地域事業や地域団体の活動が充分に周知され
ていない。

広く田名の魅力を発信し、以て地域の愛着・活
動事業への参加を促す。

広報紙の発行 H29.9.21 180,000 180,000 180,000

4
田名あいさつ運動を
進める会

田名地区あいさつ運動
普及啓発活動

社会情勢や家庭環境の変化などから、地域コ
ミュニティが希薄化している。

地域のコミュニティ、連帯意識を高めることを目
的として、あいさつの普及啓発を行い、以って
「心豊かで安全・安心なまちづくり」の実現を図
る。

新入学児童への普及啓発物品の購入
あいさつ促進用情報誌の作成
あいさつ運動啓発活動（啓発グッズ）

H29.9.21 410,000 410,000 410,000

5
田名自治会連合婦
人会

田名地区自治会連合婦
人会広報事業

平成２３年３月の東日本大震災をうけ、地域のつ
ながりや絆の必要性が再認識されたところであ
るが、自治会の加入率については減少傾向にあ
る。

地域の主たる事業やまちづくり会議、自治会定
例会などに参画している当会の活動の情報発信
を行うことで女性による自治会活動の推進や福
祉活動への参加協力についての周知を図り、以
て、人と人との繋がりがある明るく住みやすい地
域を目指す。

活動内容等を周知するために広報誌を作成す
る。

H29.9.21 142,000 70,000 70,000

2,387,000 2,387,000 2,387,000

うち田名地区分 うち田名地区分 うち田名地区分

31,000 31,000 31,000

2,640,000 2,108,000 2,108,000

事業予算（単位：円）

平成３０年３月３１日現在

№ 団体名 事業等の名称
事 業 の 概 要

・事故が発生しやすい交差点等に「自転車も止
まれ！」の標柱幕を掲出することにより、自転車
利用者への啓発活動を行い、自転車事故撲滅
につなげる。
・標柱幕を設置することにより各地区における交
通安全の機運を高め、啓発活動を実施する。

H30.1.296
中央区自治連自転
車対策会議
（※８地区合同事業）

自転車事故撲滅のため
の交通安全啓発事業

中央区は、数年に渡って自転車事故多発地域
及び高齢者事故多発地域に指定されるなど、交
通事故が非常に多い地域である。今年において
も昨年を上回るペースで事故が発生しており、
早急な対策が必要な状況である。
各地区や各団体において、１件でも多く事故を
減らすために取り組んでいるところではあるが、
活動の範囲は地区内に限定され、広域的な活
動はあまりされてこなかった。そこで、この自転
車事故対策問題を中央区全体の課題と捉え、広
域的な活動を開始することとなった。

中央区全体で自転車利用者に対して標柱幕に
よる交通安全啓発活動に取り組むことにより、自
転車事故を撲滅する。


